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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 圧 入 部 分 の 断 面 が の 孔 部 を 有 す る 第 一 の 部 材 と 、
　 上 記 孔 部 と 相 似 形 状 で 、 か つ 一 定 の 断 面 を 有 す る 第 二 の 部 材 と を 用 い 、
　
　 上 記 第 一 の 部 材 の 孔 部 に 対 す る 第 二 の 部 材 の 圧 入 代 を ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 と
し 、
　

　
　 上 記 第 一 の 部 材 の 孔 部 内 に 上 記 第 二 の 部 材 を 所 定 の 圧 力 で 押 圧 す る と と も に 、 こ れ ら 両
部 材 間 に 通 電 し て 両 者 の 接 合 部 に
　

上 記 第 二 の 部 材 を 上 記 孔 部 に 圧 入 し 、
　 上 記 第 二 の 部 材 と 上 記 孔 部 の 内 壁 面 部 と の 接 合 面 部 に 接 合 界 面 を 形 成 さ せ 、 か つ こ の
接 合 を 固 相 状 態 の 接 合 と し た
　

こ と を 特 徴 と す る 圧 入 接 合 。
【 請 求 項 ２ 】
　
　
　
　

　

一 様 な 円 形
の 挿 入 部 分

上 記 第 一 の 部 材 と 第 二 の 部 材 と を 、 と も に 金 属 か ら な る 材 料 と し 、
０ ． ３ ｍ ｍ 以 下

ま た 上 記 第 一 の 部 材 と 上 記 第 二 の 部 材 と が 接 合 す る 圧 入 深 さ を （ １ － ２ × 圧 入 代 ） ｍ ｍ
以 上 （ ９ － ２ ０ × 圧 入 代 ） ｍ ｍ 以 下 と し 、

上 記 第 一 の 部 材 と 第 二 の 部 材 と の 接 合 部 の 断 面 を 直 径 ５ ０ ｍ ｍ 以 下 と し 、

発 生 す る 電 気 抵 抗 熱 に よ り 軟 化 さ せ 、
上 記 第 二 の 部 材 の 挿 入 部 分 と 上 記 孔 部 と の 両 壁 面 同 士 の 接 触 面 間 を 、 上 記 圧 入 時 の 滑 り

方 向 の 移 動 に よ っ て し ご く こ と に よ り 表 面 の 不 純 物 層 及 び 酸 化 皮 膜 を 削 っ て 表 面 を 清 浄 化
し つ つ

両
圧 入 接 合 を 行 い 、

上 記 圧 入 接 合 の 後 、 再 度 上 記 第 一 の 部 材 と 上 記 第 二 の 部 材 と の 間 に 通 電 し 、 両 者 の 接 合
部 に 電 気 抵 抗 熱 を 発 生 さ せ て 焼 き 戻 し を 行 う 方 法

圧 入 部 分 の 断 面 が 一 様 な 円 形 の 孔 部 を 有 す る 筒 体 か ら な る 第 一 の 部 材 と 、
上 記 孔 部 と 相 似 形 状 で 、 か つ 一 定 の 断 面 の 挿 入 部 分 を 有 す る 第 二 の 部 材 と を 用 い 、
上 記 第 一 の 部 材 と 第 二 の 部 材 と を 、 と も に 金 属 か ら な る 材 料 と し 、
上 記 第 一 の 部 材 の 孔 部 に 対 す る 第 二 の 部 材 の 圧 入 代 を ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ３ ｍ ｍ 以 下 と

し 、
ま た 上 記 第 一 の 部 材 と 上 記 第 二 の 部 材 と が 接 合 す る 圧 入 深 さ を （ １ － ２ × 圧 入 代 ） ｍ ｍ



　
　

　

　

【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 圧 入 接 合 の 後 、 再 度 上 記 第 一 の 部 材 と 上 記 第 二 の 部 材 と の 間 に 通 電 し 、 両 者 の 接 合
部 に 電 気 抵 抗 熱 を 発 生 さ せ て 焼 き 戻 し を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 圧 入 接 合

。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 二 の 部 材 形 の 筒 体 に 形 成 し 、
　 第 一 の 部 材 に お け る 上 記 第 二 の 部 材 と の 接 合 部 の 内 周 を 一 様 に 拡 径 し て 第 一 の 接 合
部 を 形 成 す る 一 方 、 上 記 第 二 の 部 材 の 接 合 部 の 外 周 を 一 様 に 縮 径 し て 第 二 の 接 合 部 を 形 成
し 、
　 上 記 第 一 の 接 合 部 内 に 上 記 第 二 の 接 合 部 を 接 合 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

に 記 載 の 圧 入 接 合 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 圧 入 接 合 方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 金 属 製 要 素 部 品 を 構 成 す る 部 材 同 士 の 圧 入 接 合 方 法 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 製 造 容 易 で 経 済 効 果 に 優 れ 、 か つ
仕 上 精 度 が 良 く 強 度 的 に も 優 れ た 圧 入 接 合 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
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以 上 （ ９ － ２ ０ × 圧 入 代 ） ｍ ｍ 以 下 と し 、
上 記 第 一 の 部 材 と 第 二 の 部 材 と の 接 合 部 の 断 面 を 直 径 ５ ０ ｍ ｍ 以 下 と し 、
上 記 第 一 の 部 材 の 孔 部 内 に 上 記 第 二 の 部 材 を 所 定 の 圧 力 で 押 圧 す る と と も に 、 こ れ ら 両

部 材 間 に 通 電 し て 両 者 の 接 合 部 に 発 生 す る 電 気 抵 抗 熱 に よ り 軟 化 さ せ 、
上 記 第 二 の 部 材 の 挿 入 部 分 と 上 記 孔 部 と の 両 壁 面 同 士 の 接 触 面 間 を 、 上 記 圧 入 時 の 滑 り

方 向 の 移 動 に よ っ て し ご く こ と に よ り 表 面 の 不 純 物 層 及 び 酸 化 皮 膜 を 削 っ て 表 面 を 清 浄 化
し つ つ 上 記 第 二 の 部 材 を 上 記 孔 部 に 圧 入 し 、

上 記 第 二 の 部 材 と 上 記 孔 部 の 内 壁 面 部 と の 両 接 合 面 部 に 接 合 界 面 を 形 成 さ せ 、 か つ こ の
接 合 を 固 相 状 態 の 接 合 と し た 圧 入 接 合 で あ る こ と を 特 徴 と す る 圧 入 接 合 方 法 。

２
方 法

上 記 を 円
上 記

２ 又 は 請 求
項 ３ 方 法


	header
	written-amendment

